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6月

あ
か
り
を
灯
し
続
け
て
37
年

丹
波
市
氷
上
町
常
楽
７
９
７
―
１
成
松
伝
道
所

大
野
顯
二
［
著
］�

◆
四
六
判
・
２
０
０
頁
・
定
価
１
４
３
０
円

キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
と
は
・
牧
師
で
あ
る
と
は
―
―

兵
庫
県
の
小
さ
な
町
。
歴
史
が
あ
り
、
差
別
が
あ
り
、
人
の
営
み

が
あ
る
。
そ
し
て
教
会
が
立
っ
て
い
る
。

牧
師
は
町
の
人
々
と
交
わ
り
、
愚
直
に
聖
書
の
使
信
を
語
り
続
け

来
た
。
時
に
は
う
つ
を
患
い
な
が
ら
…
…
。

16
編
の
説
教
と
、
自
ら
の
歩
み
を
振
り
返
る
4
回
の
講
演
「
キ
リ

ス
ト
教
に
生
き
、
キ
リ
ス
ト
教
を
生
き
る
・
成
松
」
を
収
録
。

【
著
者
】
お
お
の
・
け
ん
じ
氏
は
１
９
４
８
年
、
福
島
県

生
ま
れ
。
5
歳
で
キ
リ
ス
ト
教
と
出
会
う
。
高
校
１
年

で
教
会
に
通
い
は
じ
め
る
。
高
校
3
年
で
献
身
の
思
い

を
抱
く
。
日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
以
後
、
日
本
基
督

教
団
神
戸
栄
光
教
会
、
小
野
教
会
、
境
港
教
会
、
成
松

伝
道
所
で
働
い
て
き
た
。

5
月
23
日
発
売

【
目
次
よ
り
】

説
教

「
あ
な
た
が
た
の
手
で
や
り
な
さ
い
」

「
神
が
備
え
て
下
さ
る
」

「
こ
の
最
後
の
者
に
も
」

「
私
に
従
っ
て
来
な
さ
い
」

「
自
由
の
風
」

「
譬
え
を
語
る
イ
エ
ス
」

「
主
の
貧
し
さ
に
よ
っ
て
」

「
新
し
く
生
き
る
」

「
ゲ
ラ
サ
人
の
癒
し
」

「
た
だ
信
じ
な
さ
い
」

「
イ
エ
ス
に
聞
け
」

「
神
の
業
が
現
れ
る
た
め
」

「
マ
リ
ア
の
愛
」

「
私
も
罪
に
定
め
な
い
」

「
御
言
葉
に
根
差
し
て
」

「
恐
れ
る
な
」

講
演第一

回　

大
野
顯
二
「
成
松
」
へ

第
二
回　

大
野
顯
二
の
「
成
松
」

第
三
回　
「
成
松
」
の
大
野
顯
二

第
四
回　

大
野
顯
二
の
「
成
松
か
ら
」



話題の既刊書

● 3 月刊行

非戦と抵抗の教育
障害児教育の源流にあるもの
鈴木文治著� ◆四六判・定価 2310 円

差別と偏見が強かった富国強兵の時代から、障害児の教育を志す少数の教
師たちがいた。彼らのキリスト教的な背景を辿り直し、著者自らの教師としての
経験を踏まえ、いまだ人間を有用性で計る教育に根本的な問い直しを迫る。

● 3 月刊行

静寂者ジャンヌ
生き延びるための瞑想
山本賢蔵著� ◆四六判・定価 3300 円

ルイ 14 世の時代を生きた一人の女性神秘思想家の生涯と思想に迫る。
それは男性支配社会の中で、自己を貫き通した鮮烈な抵抗の連続だった。
日本で初となるギュイヨン夫人の本格評伝。

● 2 月刊行

戦後日本とキリスト教
敗戦の混乱期から社会制度の確立期まで
富坂キリスト教センター編� ◆四六判・定価 2200 円

敗戦後の急激な社会変革に教界はどう対応したか。占領軍の宗教政策、キリ
スト教ブーム、共産党問題など多様な切り口から。寄稿者＝大久保正禎、落
合建仁、寒河江健、李相勲、福山裕紀子、渡邊さゆり、原誠、戒能信生

● 2 月刊行

ユーモア入門
人生を楽しむ 7法則
宮平 望著� ◆A5判・定価 2310 円

神学者カール・バルトの標語は「力強く、落ち着いて、ユーモアをもって」
だった。ではユーモアとは何か？　聖書から落語、さらには古今東西さ
まざまなジョークを参看し、ユーモアの多様な形と本質を探る。



● 4 月に出た本と雑誌

5 月以降の出版予定

ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
著
／
堀
江
知
己 

訳

イ
ザ
ヤ
書
註
解
Ⅱ
　

11
章
―
27
章

イ
ザ
ヤ
書
註
解
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
と
っ
て
初
め
て
の
旧
約
聖
書
註
解
で
あ
り
、

１
５
５
１
年
に
出
版
さ
れ
た
。
改
革
者
が
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
深
い
知
識
に
基
づ
い

て
、
ど
れ
ほ
ど
真
剣
に
預
言
書
に
取
り
組
ん
だ
か
が
如
実
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
詩

篇
註
解
に
比
肩
す
る
膨
大
な
分
量
で
あ
り
、
邦
訳
で
は
全
5
巻
と
な
る
予
定
。

�

Ａ
５
判
・
予
価
７
０
０
０
円

ヴ
ォ
ル
フ
ハ
ル
ト
・
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
著
／
佐
々
木
勝
彦 

訳

組
織
神
学  
第
二
巻

邦
訳
全
三
巻
が
つい
に
完
結
。
こ
の
第
二
巻
で
は
、
創
造
論
、
終
末
論
、
人
間
学
、

キ
リ
ス
ト
論
、
和
解
論
が
独
特
無
比
な
仕
方
で
展
開
さ
れ
、
20
世
紀
の
後
半
に
お

け
る
最
大
の
組
織
神
学
的
収
穫
で
あ
る
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
体
系
の
、
中
核
と
全
貌
が

こ
こ
に
明
ら
か
と
な
る
。�
Ａ
５
判
・
予
価
９
０
０
０
円

▼
オ
ン
デ
マ
ン
ド
復
刊

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ベ
イ
ン
ト
ン
著
／
中
村
妙
子 

訳

戦
争
・
平
和
・
キ
リ
ス
ト
者

著
名
な
教
会
史
家
が
、
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
の

中
で
戦
争
観
・
平
和
観
が
い
か
に
変
遷
し
た
か
を
辿
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
功
罪

を
正
面
か
ら
見
据
え
つつ
、福
音
信
仰
に
依
って
立
つ
平
和
創
造
の
可
能
性
を
問
う
。

戦
後
80
年
記
念
復
刊
。�

Ａ
５
判
・
定
価
５
９
９
５
円

自
分
自
身
と
群
れ
全
体
と
に 

気
を
く
ば
り
な
が
ら

松
本
雅
弘
著　

メ
ッ
セ
ー
ジ
集

カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
高
座
教
会
に
37
年
間

仕
え
た
牧
師
の
思
い
が
ほ
と
ば
し
る
14

の
説
教
と
7
つ
の
神
学
論
考
。
併
せ
て

説
教
と
牧
会
の
舞
台
裏
に
迫
る
、
信

徒
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
3
本
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
収
録
。
牧
師
の
働
き
の
核
心

に
迫
る
異
色
の
書
。

�

◆
四
六
判
・
定
価
２
２
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
定
価
６
６
０
円

5
月
号　
特
集
＝
太
初
に
言
あ
り　

聖
書
翻
訳
と
日
本
語

寄
稿
者
：
具
志
堅
聖
、
岩
本
潤
一
、
岡
野
絵
里
子
、

　
　
　
　
遠
藤
佳
那
子
、
藏
中
さ
や
か
、
吉
田
新

ド
イ
ツ
敬
虔
主
義
か
ら
学
ぶ
こ
と
（
梅
田
與
四
男
）

時
評
　
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
総
会
に
出
席
し
て
（
川
田
洋
一
）

連
載
　
富
田
正
樹
、
福
嶋
揚
、
田
島
卓
、
今
高
義
也
、
長
尾
優
、
山
口

陽
一
、
山
﨑
ラ
ン
サ
ム
和
彦



福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
６
０
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
７
６
０
円

2025年

6

　

 ―
―

―
― 

『
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
で
も
な
お
』
の
ア
ク
チ
ュア
リ
テ
ィ　

 

橋
本
一径

東
北
で
は
、
こ
ん
な
読
書
会
を
や
って
い
ま
す　

 

【
短
期
連
載
】 

わ
た
し
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
は
天
皇
制
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
１ 

石
田　

学

わ
た
し
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
は
天
皇
制
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
1

�

…
…
…
石
田　

学

『
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
で
も
な
お
』
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ�

�

…
…
…
橋
本
一
径

東
北
で
は
、
こ
ん
な
読
書
会
を
や
っ
て
い
ま
す�

…
川
上
直
哉

【
好
評
連
載
】

◆
ぼ
や
き
牧
師
の
さ
す
ら
い
説
教
録 

3�

…
…
…
富
田
正
樹

◆
異
端
者
の
世
界
航
海 

3�

…
…
…
…
…
…
…
福
嶋　

揚

◆
証
言
と
し
て
の
旧
約
聖
書 

14�

…
…
…
…
…
田
島　

卓

◆
八
木
重
吉
の
聖
書 

23�

…
…
…
…
…
…
…
…
今
高
義
也

◆
私
は
告
白
す
る
、
私
の
神
を 

27�

…
…
…
…
長
尾　

優

◆
新
約
釈
義　

ル
カ
福
音
書 

42
…
…
山
﨑
ラ
ン
サ
ム
和
彦

能
登
半
島
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
を
見
つ
め
る�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
　
在
源

ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
る
パ
レ
ス
チ
ナ�

―
―
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
無
感
性
的
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

同
期
す
る
生
と
政
治�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
川
眞
也

残
り
の
民
、
抵
抗
す
る
〈
信
〉 ―
―
パ
レ
ス
チ
ナ�

連
帯
の
反
＝
政
治
神
学�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
中
高
明

不
可
視
の
パ
レ
ス
チ
ナ�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
井
健
太
郎

脱
構
成
的
政
治
の
は
じ
ま
り�

―
―
リ
ッ
ダ
闘
争
と
船
本
洲
治 �

　
　
　
　
　
　
　
　

友
常
　
勉

霊
の
蜂
起 

―
―
パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
共
通
性
、
そ
の
見
本

と
し
て
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
つ
い
て�　
　
　
　
　
　
　

彫
　
真
悟

特
集
：
パ
レ
ス
チ
ナ
を
〈
視
る
〉
わ
た
し
た
ち

新教出版社から

出
版
部
か
ら

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
４
月
21
日
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
小
社
は
３
冊
の
関
連
書
を
出
し
て
き
ま
し

た
が
、
３
冊
目
を
出
す
際
、
原
題
『
政
治
と
社
会
』

を
ど
う
す
る
か
さ
ん
ざ
ん
悩
ん
だ
あ
げ
く
、
邦
題

を
『
橋
を
つ
く
る
た
め
に
』
と
し
ま
し
た
。
教
皇

の
口
癖
「
橋
を
つ
く
る
」
が
最
適
だ
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
同
書
で
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

「
父
な
る
神
は
御
子
を
遣
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
御
子
は
橋
な
の
で
す
。«Pontifex» 

〔
教
皇
の
意
だ

が
原
意
は
橋

を
作

る
人
〕
─
こ
の
言
葉
は
、
人
類
に
対
す
る
神
の
態

度
を
端
的
に
示
す
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
た
、

教
会
の
、
キ
リ
ス
ト
者
の
政
治
的
態
度
で
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
橋
を
架
け
ま
し
ょ
う
。
働
き
ま

し
ょ
う
。」
こ
う
し
た
言
葉
を
語
れ
る
教
会
指
導

者
を
失
っ
た
こ
と
を
悲
し
ま
ず
に
お
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
『
福
音
と
世
界
』
の
表
紙
を
描
い
て
下

っ
て
い
る
八
木
美
穂
子
さ
ん
は
篤
信
の
カ
ト
リ
ッ

ク
信
徒
で
す
が
、
6
月
号
の
絵
を
送
っ
て
く
だ
さ

る
際
に
こ
ん
な
ふ
う
に
書
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
雨
の
絵
に
な
り
ま
し
た
。
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
は
想
像
も
で
き
な

か
っ
た
世
界
の
首
脳
陣
の
狂
気
の
な
か
で
、
今
と

な
っ
て
は
唯
一
、
彼
ら
に
提
言
が
で
き
る
常
識
的

で
、
か
つ
人
々
の
権
利
を
ま
ず
考
え
る
方
で
し
た
。

小
さ
き
人
々
に
寄
り
添
う
方
を
失
い
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
思
う
と
哀
し
み
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。」

い
ま
橋
を
つ
く
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
問

わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。（
小
林
）

販
売
部
か
ら

私
が
洗
礼
を
受
け
た
の
は
高
校
生
の
と
き
で
し

た
。
キ
リ
ス
ト
者
な
ら
聖
書
を
全
部
読
ま
な
け
れ

ば
と
思
い
、
数
か
月
か
け
て
読
破
し
ま
し
た
。
膨

大
な
聖
書
を
ど
れ
だ
け
理
解
で
き
た
か
？
で
す
が

当
時
は
満
足
し
て
い
ま
し
た
。
小
社
の
書
籍
に

『
旧
約
聖
書
入
門
』（
既
刊
4
巻
、
大
野
惠
正
著
）

が
あ
り
ま
す
。
大
野
先
生
は
聖
書
を
分
か
り
や
す

く
、
か
つ
格
調
高
く
語
る
こ
と
に
定
評
が
あ
り
ま

す
。「
5
巻
は
い
つ
刊
行
さ
れ
ま
す
か
？
」
と
い

う
問
い
合
わ
せ
が
時
々
あ
り
ま
す
。「
手
引
き
し

て
く
れ
る
人
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
わ
か
り
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
聖
書
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
（
使

徒
8
・
31
）。
大
野
先
生
の
ご
本
は
ま
さ
に
格
好

の
手
引
き
で
す
。
若
い
頃
の
よ
う
に
聖
書
を
読
破

す
る
気
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
生
の
手
引
き
を

通
し
て
の
通
読
は
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
そ
の
他

に
も
『
旧
約
聖
書
―
―
物
語
ら
れ
た
歴
史
』（
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
）
は
旧
約
聖
書
を
さ
ら
に
深
く
読
み

解
く
1
冊
で
す
。「
著
者
の
流
麗
な
筆
致
は
、
歴

史
的
研
究
、
考
古
学
的
調
査
、
文
学
批
評
、
聖
書

神
学
を
ひ
と
つ
の
「
物
語
」
に
編
み
込
み
、
９
０

０
頁
近
い
大
著
な
が
ら
、
読
者
を
巨
大
で
複
雑
多

様
な
旧
約
の
世
界
に
引
き
込
ん
で
飽
き
さ
せ
な

い
」（
図
書
目
録
よ
り
）。
皆
様
に
も
良
い
本
と
の

出
会
い
が
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
言

え
ば
旧
約
聖
書
続
編
の
通
読
が
ま
だ
で
し
た
。
高

校
生
気
分
に
な
っ
て
早
速
と
り
か
か
ら
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。（
金
沢
）


